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●研究動向・成果

価値観の多様化と

社会資本利用の変化について

総合技術政策研究センター 建設経済研究室 研究官 大橋 幸子　主任研究官 湯原 麻子
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１．はじめに

経済成長偏重と便利さへの傾倒が一段落した今、

人々の多様な価値観が顕在化しつつある。同時に、

ライフスタイルや生活関連施設の立地の変化等と

相まって、日常生活における行動範囲(生活行動

圏)についても変化している。それらに伴い、社会

資本の利用状況も変わり、求められる役割も変化

していると考えられることから、社会資本整備・

管理にあたり、価値観の多様化、生活行動範囲の

変化を十分に把握することが重要となる。本稿で

は、このために実施した調査に関して紹介する。

２．価値観の多様化

人々の価値観とその変化については、国民生活

選好度調査をはじめとする世論調査等により傾向

が把握できる。そのため、いわゆる田舎暮らしを

好むなどのマイノリティーとされていた価値観、

これからの新たな潮流となりえる価値観について

調査することとした。調査では、都市部から地方

部へ魅力を感じて移住した人を対象に、移住理由、

重要と考える価値観とその変化、および居住地選

択の際に必要と考える施設等について、インタビ

ューを行った。調査地域は、移住支援に先進的か

つ積極的に取り組んでおり、これまでに多くの移

住者を迎えている福島県小野町、鳥取県日南町、

鹿児島県垂水市とした。

３．生活行動圏の変化

人々の価値観が変化する一方で、生活行動様式

や生活関連の施設立地も変化している。そこで、

買い物行動に着目し、生活行動圏の変化について

の調査を行った。調査では、福島県郡山市及びそ

の周辺における全体的な事業所の立地状況と交通

行動の変化を押さえた上で、郊外部の２地域にお

いて、同地域に長年居住する住民へのヒアリング

により、各個人が利用する店舗、利用頻度等の変

化やその理由を把握・分析した。

４．求められる社会資本の変化

調査では、生活行動圏の変化及びその傾向を把

握するとともに、これまで魅力的な指標とされた

大型ショッピングセンターなどを必ずしも重要と

しない価値観や、通勤に長時間をかけることに格

別の抵抗を感じる価値観があることなどを見るこ

とができた。今後は、定量的な分析を行うととも

に、価値観の差異に伴う社会資本の利用の変化の

分析を行う予定である。
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写真２ 鳥取県日南町

理想とする仕事などの日々のや

りがいを求めた結果として移住

する人が多い

写真３ 鹿児島県垂水市

温暖な気候と、小さくとも便利な

まちでのゆとりある暮らしに惹

かれた移住者が多い

写真１ 福島県小野町

関東との行き来を保ちつつ、田舎

の良さの中での暮らしを望む移

住者が多い
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１．はじめに 

河川研究部では、平成19年度より水理水文解析モ

デルの汎用的なプラットフォーム（CommonMP）を開

発するプロジェクトを実施している。CommonMP

（Common Modeling Platform for water-material 

circulation analysis）とは、河川流域の水・物資

循環を解析するため複数の水理水文解析モデル（河

道や流出モデル等）を連結して稼働させることので

きる解析モデルのプラットフォームである。平成22

年3月にはCommonMP Ver1.0をリリースしたので、報

告する。 

２．CommonMPの活用状況 

CommonMPは、水理水文解析モデルに関する研究開

発を促進させることや河川技術者が自ら用いること

により技術力を向上させ、河川管理を高度化させる

ことを目的としている。現在のCommonMP開発プロジ

ェクトでは、地方整備局と建設コンサルタンツ協会

が連携して、普及のための講習会を実施しているほ

か、地方整備局ではCommonMP用の解析モデルの開発

を行うとともに、各河川流域のシミュレーションを

実施し始めている。なお、講習会等で使用した資料

はHPに掲載しているので、適宜参照されたい。大学

関連では講義等で用いるため、CommonMPの利用や

CommonMP用の解析モデル開発に関する書籍（※1）を

作成しているところであり、平成23年3月には出版さ

れる予定である。 

３.今後の取り組み 

CommonMP開発プロジェクトでは、平成21年7月に河

川分野や下水道分野の産官学からなるコンソーシア

ムを結成した。今後は、コンソーシアムを核とした

開発や普及を推進していく予定である。 

【参考】 

※１：椎葉充晴・立川康人編：CommonMP 入門 

CommonMP HP: http://framework.nilim.go.jp 
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